
１０月号’１１

平成２３年９月１日現在

前月より

男 １０，７０９ ＋５

女 １１，３４７ －１０

計 ２２，０５６ －５

世帯 ８，６５３ －５

おおじじいいちちゃゃんん、、おおばばああちちゃゃんんへへのの
作作文文をを朗朗読読すするる
北北島島小小学学校校６６年年東東尾尾歌歌乃乃ささんん。。

町民の動き
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将来負担比率

―

（３５０．００）

実質公債費比率

６．３

（２５．００）

（３５．００）

連結実質赤字比率

―

（２０．００）

（３５．００）

実質赤字比率

―

（１５．００）

（２０．００）

健全化判断比率

早期健全化基準

財政再生基準

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成２０年４月から一部施行され、この法律により、地方

公共団体は、毎年度、実質的な赤字や外郭団体を含めた実質的な将来負担等に係る指標「健全化判断比率」

と公営企業ごとの資金不足率「資金不足比率」を議会に報告し、公表することとされました。

北島町の平成２２年度決算に係る健全化判断比率・資金不足比率は以下のとおりです。

北島町の健全化判断比率

（単位：％）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、

「―」と表示しています。

なお、実質赤字比率は実質収支が黒字の４７６，３９３千円が標準財政規模に占める割合（１１．１２％）です。連結

実質赤字比率は連結実質収支が黒字の１，４４０，７４７千円が標準財政規模に占める割合（３３．６４％）です。実質公

債費比率は全会計における一般会計等が負担すべき地方債の償還金の標準財政規模に対する割合で３カ年の

平均（６．３％）です。（Ｈ２０年度６．５％、Ｈ２１年度６．６％、Ｈ２２年度５．９％）将来負担比率として充当可能財源

等が黒字の１３１，７８４千円、標準財政規模から元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額を減じ

た額３，８３０，７１３千円でその比率は（３．４％）です。

○実質赤字比率

福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計等の赤字額を町税等の財源の規模と比較して

指標化し、財政運営の深刻度を示します。

○連結実質赤字比率

すべての会計の赤字と黒字を合算して、その団体としての全体の資金不足の程度を把握するため、町税等

の財源の規模と比較して指標化し、地方公共団体全体としての運営の深刻度を示します。

平平成成２２２２年年度度 北北島島町町のの決決算算にに係係るる健健全全化化判判断断比比率率・・資資金金不不足足比比率率

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
、
ふ
た

つ
の
大
き
な
台
風
の
爪
あ
と
、
今
年

ほ
ど
自
然
の
脅
威
に
苛
ま
れ
た
年
は

な
い
だ
ろ
う
。
温
暖
化
が
進
む
に
つ

れ
、
雨
も
集
中
豪
雨
と
な
り
、
山
を

削
り
、
私
達
が
長
年
培
っ
て
き
た
財

産
、
家
族
ま
で
も
一
瞬
に
し
て
呑
み

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
海
と
山
に
囲
ま

れ
た
風
光
明
媚
な
風
景
は
、
テ
レ
ビ

の
映
像
で
し
か
見
ら
れ
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
美
し
い
地
球
も
人
間

中
心
で
、
自
然
を
破
壊
し
、
利
益
主

義
で
き
た
つ
け
が
今
私
達
に
試
練
を

与
え
て
い
る
よ
う
だ
。

▲
意
に
反
し
て
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
の
こ
と
を
思
い
、
今
生
か
さ
れ

て
い
る
私
達
は
、
も
っ
と
足
元
を
見

つ
め
、
日
々
の
暮
ら
し
に
感
謝
し
な

が
ら
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昨
今
の
子
ど
も
達
へ
の
虐
待
の
ニ

ュ
ー
ス
を
見
聞
し
、
子
ど
も
は
自
分

達
だ
け
の
個
人
的
な
所
有
で
は
な
く
、

広
く
こ
の
世
に
授
か
っ
た
大
切
な
預

り
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。

次
世
代
の
子
ど
も
達
に
生
き
る
希

望
を
失
く
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

今
ま
で
考
え
て
み
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
こ
れ
も
自
然
か
ら
の
教
訓
か
な

と
思
っ
て
し
ま
う
。

（２）２０１１．１０ 町報



経営健全化基準

２０％

２０％

資 金 不 足 比 率

―

―

特 別 会 計 の 名 称

北島町水道事業会計

北島町特別会計公共下水道事業

○実質公債費比率

借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。

○将来負担比率

地方公共団体の一般会計の借入金（町債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程

度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。

●財政健全化計画

４指標のうち１指標でも早期健全化基準を超えれば策定する義務が生じます。当該年度内に長が作成し、

議会の議決を得て、速やかに住民に公表し、総務大臣・知事に報告が義務付けられています。また、実施状

況も作成し、住民に公表するとともに総務大臣・知事に報告する必要があります。

●財政再生計画

将来負担比率を除く３指標のうち１指標でも財政再生基準を超えれば策定する義務が生じ、当該年度内に

長が作成し、議会の議決を得て、速やかに住民に公表します。計画については、総務大臣に同意に係る協議

をし、総務大臣に同意を求めます。同意を受けていなければ地方債の起債が制限されます。

北島町の会計別資金不足比率

（単位：％）

※令第１７条第１号及び第３号の規定により事業の規模を算定

なお、水道事業会計は、資金剰余額が６４０，１７１千円（１５１．９％）、北島町特別会計公共下水道事業は、資金

剰余額が１３６，８２７千円（４９６２．９％）です。

○資金不足比率

公営企業の資金不足を、公営企業の財政規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻

度を示します。

●経営健全化計画

資金不足比率が経営健全化基準を超えれば策定する義務が生じます。当該年度内に長が作成し、議会の議

決を得て、速やかに住民に公表し、総務大臣・知事に報告が義務付けられています。また、実施状況も作成

し、住民に公表するとともに総務大臣・知事に報告する必要があります。

北島町の算定結果

本町においては、健全化判断比率の全ての指標について、早期健全化基準を下回っており適正な水準にあ

りますので、現時点においては問題となる状況ではありませんが、今後計画している公共事業等の進捗によ

る比率への影響が懸念されるため、今後も健全な財政運営に努めてまいります。

水道事業会計及び特別会計公共下水道事業の資金不足比率については適正な水準にありますが、さらなる

健全な企業経営に努めてまいります。

問い合わせ先：北島町総務課 �６９８―９８０１

（３） ２０１１．１０ 町報
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§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

§
§
§
§
§
§
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§
§
§
§
§
§
§

金金
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婦婦

該
当
者
氏
名

住

所

西

川

久

吉

様

新
喜
来

糸

子

様

島

田

敬

二

様

高

房

勝

子

様

新

見

貢

様

鯛

浜

喜
美
代

様

大

島

伴

次

様

鯛

浜

智
恵
子

様

井

上

周

三

様

中

村

迪

子

様

美

馬

米

夫

様

新
喜
来

千
代
子

様

森

本

忠

昌

様

中

村

昭

子

様

木

村

喜

治

様

新
喜
来

正

子

様

谷

口

昭

治

様

中

村

ヤ
ス
ヱ

様

該
当
者
氏
名

住

所

中

野

忠

雄

様

中

村

喜
代
子

様

鎌

田

健

二

様

中

村

廣

子

様

間

哲

夫

様

新
喜
来

宏

子

様

長

尾

正

一

様

中

村

勝

子

様

坂

賀

光

様

北

村

幸

子

様

土

橋

信

二

様

中

村

紀

子

様

正

木

孝

司

様

新
喜
来

文

子

様

西

村

久

夫

様

鯛

浜

き
よ
み

様

亀

田

吉

之

様

高

房

ミ
ヤ
子

様

新

居

清

治

様

鯛

浜

育

子

様

中

野

榮

典

様

鯛

浜

あ
や
子

様

富

永

康

司

様

太
郎
八
須

昭

枝

様

森

本

文

雄

様

北

村

季

子

様

薦

田

雅

正

様

太
郎
八
須

都

子

様

森

本

整

様

北

村

久
美
子

様

井

上

正

和

様

北

村

壽
美
子

様

藤

田

保

明

様

中

村

昭

美

様

遠

藤

治

郎

様

北

村

タ
カ
子

様

久
保
田

忠

様

鯛

浜

ス
ミ
ヱ

様

渡

邊

茂

様

中

村

清

子

様

河

島

献

一

様

鯛

浜

幸

子

様

山

本

久

夫

様

北

村

淑

子

様

加

集

�

左

様

鯛

浜

恵

子

様
（
順
不
同
）

な
お
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚

の
該
当
者
氏
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
請
時
に
ご
了
解
を
い
た
だ
い

た
ご
夫
婦
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

民民
生生
児児
童童
課課

平
成
二
十
三
年
度
北
島
町
敬
老
会
が
去
る
九
月
十
九
日
に
、
北
島
町
役

場
七
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
九
組
、
金
婚
二
十
六
組
、
米
寿
五
十
八
名
の
皆
様
を

お
招
き
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
、
寿

ぐ
証
や
お
祝
い
の
記
念
品
を
、
ま
た
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
は
徳
島

県
よ
り
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

記
念
品
等
の
伝
達
の
後
、
古
川
町
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
徳
島
県
知
事

代
理
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
招
待
者
を
代
表
し
て
西
川
久
吉
様
よ
り
謝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
最
後
に
北
島
小
学
校
六
年
東
尾
歌
乃
さ
ん
か
ら
、
長
寿

啓
発
作
文
の
朗
読
が
あ
り
、
盛
大
の
う
ち
に
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
婦
人
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
お
世
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
島
町
中
村
の
板
東
ア
サ
子
さ
ん

が
、
九
月
二
十
日
に
百
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
誕
生
日
に
は
、
知
事
代
理
の
徳

島
県
保
健
福
祉
部
長
寿
保
険
政
策
局

の
篠
原
保
浩
課
長
補
佐
及
び
古
川
保

博
町
長
か
ら
、
お
祝
い
状
や
記
念
品

を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

当
日
に
は
、
お
祝
い
に
か
け
つ
け

ら
れ
た
ご
親
族
に
囲
ま
れ
、
お
幸
せ

そ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

板板
東東
アア
ササ
子子
ささ
んん
百百
歳歳

北
島
町
か
ら
慶
祝
訪
問

謝辞をのべる西川氏

（４）２０１１．１０ 町報
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■
文
化
財
特
別
展
示
会
■

開
催
日
▼
十
月
二
十
九
日
�
・
三
十
日
�
の
二

日
間

会
場
▼
庁
舎
及
び
図
書
館
二
階

作
品
▼
い
け
花
・
造
花
・
書
道
・
絵
画
・
写

真
・
俳
句
・
押
し
花
・
手
芸
・
洋
裁
・
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
・
折
り
紙
な
ど

※
開
催
日
に
は
庁
舎
六
階
ロ
ビ
ー
に
お
茶
席
を

設
け
ま
す
。（
無
料
）

町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
作
品

を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
文
化
祭
開
催
中
に
、
創
世
ホ
ー
ル
二

階
文
化
財
展
示
室
に
て
「
藍
染
め
関
連
資
料
・

江
戸
〜
昭
和
初
期
」
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

藍
を
染
め
る
時
の
型
紙
や
藍
の
製
造
が
記
録

さ
れ
た
文
書
、藍
で
染
め
ら
れ
た
風
呂
敷
、幕
、

か
み
し
も

の
ぼ
り

裃
、
幟
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

現
代
の
日
常
生
活
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
の
、
色
あ
せ
な
い
藍
色
の
美
し
さ
、

そ
の
歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
同
時
に
文
化
財
展
示
室
も
開
放
し
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

�
六
九
八
―
九
八
一
二
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昨年の文化祭の様子

藍染め関連資料の一部

◆◆
電電
気気
保保
安安
点点
検検
でで

断断
水水
のの
おお
そそ
れれ
がが
ああ
りり
まま
すす
◆◆

日
ご
ろ
は
水
道
事
業
に
格
段
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
北
島
町
浄
水
場
に
お
き
ま
し
て
、
浄

水
場
施
設
の
自
家
発
電
設
備
等
の
電
気
保
安
点

検
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
点
検
の
際
に
、
四
国

電
力
か
ら
の
供
給
を
一
旦
停
止
す
る
た
め
、
町

内
へ
の
配
水
が
一
時
的
に
弱
ま
っ
た
り
、
断
水

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。記

点
検
日

十
一
月
十
二
日
�

※
雨
天
の
場
合
は
翌
週

時

間

午
前
一
時
〜
午
前
五
時

問
い
合
せ
先

北
島
町
水
道
課

�
六
九
八
―
九
八
一
〇

中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

北北
島島
町町
水水
道道
課課
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

１０月から「子ども手当」が変わります 申請をお忘れなく�
（これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、全ての方が申請が必要です。）

１０月分からの支給額は以下のように変わります。

【手当の月額】（平成２３年１０月分～平成２４年３月分）
・０歳～３歳未満 ：１５，０００円（一律）
・３歳～小学校修了前：１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
・中 学 生 ：１０，０００円（一律）
※１０月分～１月分の手当は平成２４年２月に、２月・３月分の手当は平成２４年６月に支払われます。

また、これまでと支給対象となる方が変わる場合があります。

１０月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象と
なる方かどうか審査しますので、これまで受け取っていた
方も含め、対象のお子さんを持つ全ての方は、申請が必要
です。
（※公務員の方は勤務先へ申請）
現在、北島町から子ども手当を受けている方には１０月下旬
に申請用紙を送付いたします。申請用紙が届き次第、内容
をご確認の上、提出してください。

申申 請請 がが
必必要要でですす

平成２４年３月末までに申請をすれば、１０月分からの手当を受け取ることができます。
ご注意ください！

以下の方は速やかに申請して下さい。（３月までに申請しても遡って受け取れません。）
・１０月以降に他の市町村へ転居した方 ・１０月以降にお子さんが生まれた方
１０月以降に他の市町村へ転居した方は、転出した日（転出予定日）の次の日
から、１０月以降にお子さんが生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日
から数えて１５日を経過するまでに必ず申請してください。

（お問い合わせ先） 北島町役場 民生児童課 �６９８―９８０２

（５） ２０１１．１０ 町報
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芳川病院

ヤンマー農機
販売鳴門

淡
路
街
道

モリカンランド

きしの歯科
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～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

○ 国民年金保険料は所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。（その年の１
月１日から１２月３１日までに納付した保険料が該当します。）
○ この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられていますので、
平成２３年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」が本年１０月下旬から１１月上旬までに日本年金機構から送付されます。
年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付して下さい。
なお、１０月１日から１２月３１日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、来年の１月下旬
に送付されます。

○ ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加えることがで
きますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されている
年金事務所へお問い合わせください。

年金受給者のみなさまへ
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老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障がい年金・遺族年
金は課税されません。）
課税対象となる受給者の方には、毎年１１月上旬までに日本年金機
構から扶養親族等申告書が送付されますので、１２月１日の提出期限
までに必ず提出してください。
この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉

徴収税額が決まります。もし提出を忘れると各種控除が受けられず、
所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。
なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

家電リサイクル法対象品の指定引取場所が変わります。
家庭等から出される使用済み家電製品について、消費者、小売業者、製造業者等

の役割分担を明確にし、廃棄物の減量やリサイクルを促進することを目的に、家電
リサイクル法は約１０年前につくられました。
家電リサイクル法対象品は次のものです。

（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）
これらを直接持ち込む指定引取場所

が、平成２３年１０月３１日�から変わりま
すのでお知らせします。

【変更前】
四国福山通運株式会社徳島支店

【変更後】
日本通運株式会社徳島支店
徳島沖洲事業所 松茂倉庫
住 所
板野郡松茂町中喜来字稲本１８３
電話番号 ６９９―６８３４

ご不明な点がございましたら、清掃センターにお問い合
わせください。
今後とも、ごみの分別・減量・リサイクルにご協力をお

願いいたします。

今月のごみ対策啓発優秀ポスター

北島小 佐野 巴南

９月
２９７ｔ
？ｔ

８月
３４２ｔ
３３７ｔ

５ｔ減

７月
３５８ｔ
３４５ｔ

１３ｔ減

平成２２年
平成２３年

増減量

平成２４年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年金額が１０８万円以上

年金額が１５８万円以上

６５歳未満

６５歳以上
年 齢

《 ご み ニ ュ ー ス 》

�

� 可燃ごみの月別収集量

“決められた日・時間・場所に、決められたごみを正しく出しましょう。”

（６）２０１１．１０ 町報



お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

巡
回
肺
が
ん
・
結
核
検
診
の

お
知
ら
せ

検
診
車
が
各
地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

対
象
者
で
受
診
希
望
者
は
お
越
し
く

だ
さ
い
。
検
診
料
は
無
料

で
す
。

結
核
は
『
昔
の
病
気
』
だ
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

確
か
に
生
活
水

準
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
結
核
患
者

数
や
死
亡
率
は
急
激
に
減
少
し
ま
し

た
。し

か
し
、
最
近
で
は
結
核
患
者
数

の
減
少
は
見
ら
れ
ず
、
横
ば
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。
結
核
は
初
期
に
は
無

症
状
の
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
進

行
す
る
に
つ
れ
て
、
発
熱
・
咳
・

痰
・
息
切
れ
等
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
風
邪
と
よ
く
似
た
症
状
な
の

で
、
放
置
し
、
わ
か
っ
た
と
き
に
は

重
症
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

肺
が
ん
検
診
も
一
緒
に
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

今
年
度
中
に
四
十
歳
以

上
に
な
る
方
で
北
島
町
に
住
民
票
が

あ
る
方
（
た
だ
し
、
今
年
の
五
・
十

月
の
肺
が
ん
検
診
を
受
け
た
方
は
対

象
外
）

○
実
施
日

十
一
月
七
日
�

※
十
二
月
五
日
�
に
、
北
島
南
老
人

憩
の
家
で
総
合
が
ん
検
診
を
実
施
致

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
北

島
南
老
人
憩
の
家
で
は
、
巡
回
肺
が

ん
検
診
を
実
施
致
し
ま
せ
ん
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

巡
回
場
所
と
時
間

が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
診
・

肝
炎
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
診
・
肝
炎

検
査
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
皆
様
の
健

康
の
た
め
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

各
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
個
別
検

診
の
期
間
は
十
一
月
末
ま
で
で
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
青
色
の
受
診
券

を
送
付
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
必
ず
受
診
券
を
お
持
ち
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
一
月
下
旬
に
な
り
ま
す

と
、
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
受
診
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

医
療
機
関
へ
予
約
し
て
受
診
す
る
よ

う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

司
法
書
士
の
相
談
日

○
日
時

十
月
二
十
七
日
�
、
十
一
月
二
十

四
日
�

午
前
十
時
〜
十
二
時
（
要
予
約
）

「
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫

�
」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
糖
尿
病
予
防
教
室
」

今
年
の
特
定
健
診
は
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
？

徳
島
県
は
、
ご
存
知
の
と
お
り
、

糖
尿
病
の
罹
患
率
が
十
四
年
連
続

ワ
ー
ス
ト
１
と
い
う
記
録
を
更
新
中

で
す
。
北
島
町
で
も
同
じ
く
特
定
健

診
を
受
診
さ
れ
た
方
の
な
か
で
、
糖

尿
病
有
病
率
の
割
合
が
県
内
の
市
町

村
で
ナ
ン
バ
ー
１
と
い
う
結
果
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。（
平
成
二
十
年
度

の
健
診
結
果
よ
り
）

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
生
活
習
慣
病
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
遺
伝
的
な
要
因
も

あ
り
ま
す
が
、
食
生
活
や
運
動
、
喫

煙
、
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、

普
段
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善

す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
を
予
防
し
、

症
状
が
軽
い
う
ち
に
治
す
こ
と
も
可

能
な
の
で
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
教
室
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
、
あ
な
た
の
生
活
習
慣
を
今
一

度
、
見
つ
め
な
お
し
て
み
る
機
会
に

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
…
十
一
月
十
八
日
�

受
付
…
九
時
三
十
分
〜

開
始
…
十
時
〜

内
容
…
講
義
「
糖
尿
病
と
は
ど
う
い

う
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」

調
理
実
習

定
員
…
二
十
名

場
所
…
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

二
階
研
修
室
・
調
理
室

持
参
品
…
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル

負
担
金
…
三
〇
〇
円

つ
ぎ
の
症
状
は
糖
尿
病
の
症
状
だ
と

思
い
ま
す
か
？

・
物
が
見
え
づ
ら
い

・
ぼ
ん
や
り
見
え
る

・
胃
の
調
子
が
悪
い

・
下
痢
と
便
秘
を
く
り
返
す

・
冷
え
る
、
ほ
て
る
、
異
常
に
汗
を

か
く

・
疲
れ
て
い
な
い
の
に
足
が
つ
る

・
手
足
の
し
び
れ

・
足
の
感
覚
の
違
和
感

・
手
足
が
む
く
む

・
尿
に
蛋
白
が
出
る

・
胸
痛

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
め
ま
い

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
見
逃
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
糖
尿
病
の
方
の
三
人
に

一
人
は
自
分
が
糖
尿
病
だ
と
気
づ
い

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

周辺住民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をお願い致します。

１０
月
１６
日
�

山
田
外
科
内
科

�
６
９
８
―
５
５
０
０

１０
月
２３
日
�

吉
野
川
病
院

�
６
９
８
―
６
１
１
１

１０
月
３０
日
�

片
山
医
院�

６
９
８
―
２
６
２
５

１１
月
３
日
�

新
居
内
科�

６
９
８
―
８
８
０
８

１１
月
６
日
�

田
根
内
科
胃
腸
科

�
６
９
８
―
０
１
２
３

１１
月
１３
日
�

い
の
も
と
眼
科
内
科

�
６
９
８
―
８
８
８
７

在
宅
当
番
医
割
出
表

場 所

鯛浜・大西公園（しまむら様の南側公園）

西高房（西児童館）

新喜来（グリーンタウン老人憩いの家）

北村・北村団地公園（北島北老人憩いの家）

中村・日開野（サンビレッジ北島）

中村・本須（板東新聞店様周辺）

太郎八須（太郎八須東老人憩いの家）

時 間

９：００～９：４０

９：５５～１０：２０

１０：３５～１１：００

１１：１５～１１：５０

１３：１５～１３：４５

１４：００～１４：２０

１４：４０～１５：００

（７） ２０１１．１０ 町報



作
業
日
程

作
業
場
所

作
業
内
容

対
象
者

申
し
込
み

申
込
〆
切

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
と
は
？

…………………………………………………

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
付

け
る
時
期
が
き
ま
し
た
。

毎
年
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
「
お
任
せ
コ
ー

ナ
ー
」
も
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
日
�

午
前
十
時
〜
お
昼
頃

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園

・
北
島
中
央
公
園
内
・
外

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
植
え
付
け

北
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

�
「
お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
」

�
「
一
般
植
え
付
け
」

�
・
�
共
に
、
次
の
方
法
に
て
役
場

生
活
産
業
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

・
生
活
産
業
課
の
窓
口

・
�
六
九
八
―
九
八
〇
六

十
月
三
十
一
日
�
ま
で

特
定
の
区
画
を
み
な
さ
ん
に
お
任

せ
し
て
、
植
え
付
け
か
ら
最
後
の
球

根
掘
り
ま
で
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
参
加
の
方
法
は
、
個
人

や
グ
ル
ー
プ
な
ど
自
由
で
す
。
作
業

は
簡
単
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

みみ
なな
ささ
んん
ごご
一一
緒緒
にに『『
北北
島島
チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
公公
園園
』』でで

球球
根根
をを
植植
ええ
付付
けけ
まま
しし
ょょ
うう
��

生
活
産
業
課

「「菊菊花花展展」」へへ菊菊をを
出出品品ししててみみまませせんんかか
秋も深まり、町の花「菊」による菊花展が今年

も開催されます。ご家庭で育てている菊を、出品

してみませんか。１鉢からでも出品できる【１鉢

コーナー】も設けています。

出品を希望される方は、１０月１４日�までに生活
産業課までお申し込みください。

�６９８―９８０６

◆菊花展開催期間

１０月２２日�～１１月３日�
◆開催場所

北島町総合庁舎西側

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
主
催

に
よ
る
、
平
成
二
十
三
年
度
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
か
ら
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
三
十
三
点
、
中
学
生

か
ら
百
四
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
九

月
十
四
日
に
町
審
査
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
審
査
に
は
小
・
中
学
校

の
美
術
担
当
の
先
生
、
明
る
い
選
挙

推
進
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
の
十
三

名
が
あ
た
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

次
の
方
々
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
選
作
品
（
裏
表
紙
に
掲
載
）
は

二
次
審
査
と
し
て
県
審
査
に
提
出
し
、

入
選
作
品
は
町
文
化
祭
に
出
品
い
た

し
ま
す
。

◎
小
学
校
の
部

特
選
（
順
不
同
）

北
島
北
小
学
校
六
年

柏
木
亜
友
香

北
島
小
学
校

四
年

板
東

綾
音

〃

五
年

村
尾

亜
美

〃

六
年

齋
賀

洸
平

北
島
南
小
学
校
六
年

井
原

卯
捺

入
選
（
順
不
同
）

北
島
北
小
学
校
四
年

坂
野

真
翔

〃

五
年

了
戒

駿
斗

〃

五
年

坂
口

稜
祐

〃

六
年

近
藤

美
帆

北
島
小
学
校

五
年

正
木

伶
実

〃

六
年

広
瀬

優

北
島
南
小
学
校
四
年

北
島

佑
華

〃

六
年

後
藤

翔
生

〃

六
年

元
木

稜
子

〃

六
年

奥

敬
嗣

◎
中
学
校
の
部

特
選
（
順
不
同
）

北
島
中
学
校

一
年

松
本

美
桜

〃

二
年

藤
田

悠
花

〃

二
年

板
東

優
乃

〃

三
年

藤
澤

萌
茄

〃

三
年

南

ま
ど
か

入
選
（
順
不
同
）

北
島
中
学
校

一
年

安
崎

快
登

〃

一
年

宮
本

優
花

〃

一
年

平
田

英
佑

〃

二
年

松
田
え
り
こ

〃

二
年

谷

有
樹
乃

〃

二
年

大
竹

美
咲

〃

三
年

森
下

真
里

〃

三
年

奥

荘
介

〃

三
年

春
藤

朱
里

〃

三
年

近
藤

苑
子

北
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
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この事業は、高齢者のみの世帯に対し、かかりつけ
医療機関、持病等の救急時に必要な情報を保管する救
急医療情報キットを配布し、住民の安全と安心の確保
を図ることを目的とするものです。自宅で具合が悪く
なり救急車を呼ぶなど「もしも…」のときの安全と安
心を守る取り組みとして、救急情報の活用支援事業を
おこなっています。
医療情報等を入れた容器「救急医療情報キット」を
冷蔵庫に保管し、板野東部消防組合との協力でその情
報を救急医療に生かしていきます。
救急医療情報キットとは？
かかりつけ医や持病などの医療情報や、薬剤情報提
供書（写し）、診察券（写し）、健康保険証（写し）、
本人の写真などの情報を専用の容器に入れ、自宅の冷
蔵庫に保管しておくことで、万一の救急時に備えます。
持病や服薬等の医療情報を確認することで、適切で
迅速な処置が行えること、また緊急連絡先の把握によ
り救急情報シートにない情報の収集や親族などのいち
早い協力が得られます。
●配布対象者

６５歳以上の１人暮らしの者
６５歳以上の高齢者からなる世帯の者
●救急医療情報キットの内容

保管容器（サイズ
２２０�×６５�）
救急情報用紙
保管者ステッカー
●費用負担

無償
●申込方法

保険福祉課窓口に
あります申請書（申請書は町ホームページからもダウ
ンロードできます。）に必要事項を記入し、郵送また
は直接、保険福祉課に提出してください。
●お申し込み・お問合わせ先

北島町保険福祉課（�６９８―９８０５）

行行政政書書士士無無料料相相談談会会のの実実施施

毎年、全国的に実施される行政書士制度広報イベン
トの一環としまして、徳島県行政書士会徳島北部支部
による行政書士無料相談会を行います。
日時 平成２３年１０月１９日�午前１０時から１２時まで
場所 北島町役場５F研修室
相談事項 � 官公署に提出する書類のこと

� 権利義務に関する書類のこと
� 事実証明に関する書類のこと

具体的には、

� 環境ビジネスの立ち上げ等、各種起業、創業支援
� 外国人の雇用、就労に関する入管法関係
� 農地の譲渡、若しくは転用等、農地に関すること
� 都市計画法の開発行為許可申請
	 離婚協議書、遺産分割協議書作成等、各種協議書、
示談書の作成


 内容証明、各種契約書、各種法人の設立サポート
� 成年後見制度利用に関することなど、高齢者、障
がい者支援

� 交通事故自賠責保険金請求等、交通運輸関係
相談受理者 徳島県行政書士会徳島北部支部
※事前にお電話にて予約してください。
連絡先の電話番号は次のとおりです。
連絡先 中野 ０９０―８６９１―０５５３

お 知 ら せ
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スポーツの秋です。ゲーム始めと終わりのあい

さつは心を込めてしましょう。

北島町青少年健全育成町民会議

北北
島島
町町
防防
災災
訓訓
練練
のの

ごご
案案
内内

日
ご
ろ
は
町
防
災
行
政
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
三
十
年
以
内
に
六
〇
％
の
確

率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南

海
地
震
、
ま
た
南
海
・
東
南
海
・
東

海
三
連
動
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え

て
、
防
災
避
難
訓
練
を
北
島
南
小
学

校
で
次
の
と
お
り
実
施
致
し
ま
す
。

十
一
月
十
三
日

午
前
九
時
南
部

地
区
に
あ
る
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

防
災
無
線
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
避
難

の
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
は
鯛
浜
、
江
尻
、
高
房
（
西
高

房
を
除
く
）
の
住
民
の
皆
様
で
す
の

で
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

朝
早
く
か
ら
の
無
線
で
の
お
知
ら

せ
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

記

日
時

十
一
月
十
三
日

午
前
九
時

よ
り
南
部
地
区
防
災
無
線
で
お
知

ら
せ

避
難
場
所

北
島
南
小
学
校
（
※
避

難
方
法
は
徒
歩
又
は
自
転
車
）

訓
練
内
容

防
災
無
線
、
エ
リ
ア

メ
ー
ル
を
使
っ
た
避
難
訓
練
、
負

傷
者
等
救
護
訓
練
な
ど
（
※
エ
リ

ア
メ
ー
ル
詳
細
に
つ
い
て
は
町
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

北
島
町

総
務
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
一
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§
§
§
§
§
§
§
§
§

公公開開講講座座ののごご案案内内

〒７７９－０１９３
板野郡板野町大寺字大向北１―１
独立行政法人国立病院機構
東徳島医療センター附属看護学校
�６７２―４５３４ FAX６３７―５５０３

第第２２００回回ふふるるささとと「「ききたたじじまま」」をを描描きき残残すす会会
絵絵画画展展作作品品募募集集及及びび開開催催要要項項

住みなれた身近な風景を絵で残し、未来の北島町に伝えて
いきましょう。作品を通じて交流を図り、すばらしい町づく
りにつなげましょう。

作作品品募募集集要要項項
【題材】 北島町内の風景 【資格】 １８歳以上の住民
【申込期限】 １０月２４日�
【その他】 ジャンルは自由、大きさは１０号以内
【申込先】 北島町総務課（�６９８―９８０１）

第第２２００回回絵絵画画展展開開催催要要項項
ふるさと「きたじま」を描き残す会の絵画展をつぎのとお
り開催しますので、皆様お誘い合わせのうえ、多数ご鑑賞く
ださいますようご案内申しあげます。
日 時 １１月１０日�から１３日�まで

午前１０時から午後５時
会 場 図書館・創世ホール ２F展示ギャラリー
問い合せ先 北島町総務課（�６９８―９８０１）

海海
外外
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

参参
加加
者者
募募
集集
！！

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

開
発
途
上
国
で
、

現
地
の
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
人

づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
協
力
し
ま
す
。

派
遣
期
間
は
原
則
二
年
間
で
、
在
職

中
の
方
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
勤

務
先
に
人
件
費
な
ど
を
補
て
ん
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

十
月
一
日
�
〜
十
一
月

七
日
�

消
印
有
効

対
象

�

青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア：

満
二
十
歳

（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
時
点
）

〜
三
十
九
歳（
応
募
締
切
日
時
点
）

�

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア：

満
四
十
〜
六
十
九
歳
（
応
募

締
切
日
時
点
）

�
�
と
も
に
、
日
本
国
籍
を
持
つ
方

体
験
談
＆
説
明
会
（
予
約
不
要
）

日
時

十
月
十
六
日
�

十
四
時
〜
十
六
時

場
所

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ

（
徳
島
県
国
際
交
流
協
会
）

案
内

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅

徳
島
駅
ビ
ル

（
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
）６
Ｆ

お
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
四
国

�
〇
八
七
―
八
二
一
―
八
八
二
四

H
P
http
://w
w
w
.jica.go.jp

第第３３００回回徳徳島島矯矯正正展展
☆ 刑務所内見学
「受刑者はどんなところで作業をしているの？」
１年に１度の矯正展では、係員の案内で「塀の内側」をご覧い
ただくことができます。
☆ 刑務所作業製品の展示・販売
全国の刑務所で受刑者が製作した製品を一堂に展示・販売いた
します。
☆ 体験コーナー
「藍染め」を体験していただけるコーナーを設けます。
「ちびっ子刑務官」コーナーを設け刑務官に変身していただけ
ます。

刑務所作業製品を皆様にご覧いただき、また、ご購入いた
だくことにより、継続的な作業量を確保することができます。
受刑者の社会復帰に対する皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

日 時：平成２３年１０月２２日� 午前９時～午後３時３０分
場 所：徳島刑務所（駐車場約３００台）
お問い合せ：�６４４―０１１４（徳島刑務所 作業）

北
島
町
商
工
会
で
は
、
町
内
で
お

買
い
も
の
を
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、

町
内
数
か
所
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を

設
置
し
、
そ
こ
に
駐
輪
し
て
あ
る
自

転
車
を
自
由
に
お
使
い
い
た
だ
く

「
自
転
車
お
使
い
な
し
て
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
「
自
転
車
お
使
い
な
し
て
」
事

業
で
使
う
自
転
車
が
不
足
し
て
い
ま

す
。そ

こ
で
新
し
く
買
い
替
え
た
な
ど

で
ま
だ
乗
れ
る
け
ど
使
わ
な
く
な
っ

た
大
人
用
の
自
転
車
を
商
工
会
で
引

き
取
り
ま
す
。

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
自
転
車

が
あ
れ
ば
北
島
町
商
工
会
（
�
六
九

八
―
二
二
七
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
にににににににににににににににににににににににににににににににに
なななななななななななななななななななななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車

引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引
きききききききききききききききききききききききききききききききき
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

１０月２８日	１１：００～１２：００

国立病院機構東徳島医療センター附
属看護学校 第２教室
板野郡板野町大寺字大向北１―１
� ６７２―４５３４
FAX ６３７―５５０３

「これで解消！肩こり対処法」

看護学校教員 牧本 千代、今治 涼子

FAX又はがきの方は、�住所 �
連絡先 
氏名 �年代 �性別を
記入し「看護学校公開講座」宛、１０／
２１	までにお申し込みください。電
話の方は、�～�をお伝えください。

無料

と き

と こ ろ

テ ー マ

講 師

申 し 込 み
方 法

参 加 費

（１０）２０１１．１０ 町報
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北
島
町
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み

※
申
し
込
み
は
、「
人
間
ド
ッ
ク
」

か
「
脳
ド
ッ
ク
」
の
い
ず
れ
か
一
つ

と
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク

〈
対
象
者
〉
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
方

・
申
請
日
に
北
島
町
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
三
十
歳
以
上
の

方・
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
方

・
平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日
以
前

に
国
保
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方

〈
人

数
〉
六
十
名
（
申
し
込
み
順
）

〈
実
施
医
療
機
関
〉

・
い
の
も
と
眼
科
内
科
・
越
智
外
科

胃
腸
科
・
片
山
医
院
・
田
根
内
科
胃

腸
科
医
院
・
新
居
内
科
・
平
野
内

科
・
山
田
外
科
内
科
・
吉
野
川
病
院

〈
自
己
負
担
額
〉
九
、二
二
〇
円（
実

費
用
の
三
割
負
担
）

脳
ド
ッ
ク

〈
対
象
者
〉
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
方

・
申
請
日
に
北
島
町
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
四
十
歳
以
上
の

方・
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
方

・
平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日
以
前

に
国
保
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方

〈
人

数
〉
一
二
〇
名
（
申
し
込
み

順
）

〈
実
施
医
療
機
関
〉
・
き
た
じ
ま
田

岡
病
院
・
吉
野
川
病
院

〈
自
己
負
担
額
〉
七
、〇
五
〇
円（
実

費
用
の
３
割
負
担
）

◎
申
込
期
間

十
月
十
九
日
�
〜
十
一
月
三
十
日
�

（
土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
以
外
の

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
）

◎
申
込
場
所

十
月
十
九
日
�
午
前
中
は
、
北
島
町

役
場
「
七
階
大
ホ
ー
ル
」、
同
日
十

二
時
以
降
は
、
北
島
町
役
場
「
一
階

保
険
福
祉
課
」
で
行
い
ま
す
。

◎
実
施
期
間

平
成
二
十
四
年
一
月
十
一
日
�
〜
三

月
九
日
�

※
詳
し
い
日
程
は
健
診
を
希
望
さ
れ

る
医
療
機
関
と
の
間
で
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

一
、
印
鑑

二
、
自
己
負
担
額（
人
間
ド
ッ
ク
九
、

二
二
〇
円
、脳
ド
ッ
ク

七
、〇
五
〇

円
）

三
、
国
民
健
康
保
険
証

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
福
祉
課
国

保
係
（
�
六
九
八
―
九
八
〇
五
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
☆ 裁判員候補者名簿ができるまで
裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙
管理委員会が選挙人名簿からくじで無作
為抽出した名簿を基に、全国の地方裁判
所で作成されます。
裁判員候補者名簿に登録される人数は、
予想される裁判員裁判対象事件の数など
によって毎年変動しますが、平成２４年分
の名簿に登録される人数は、全国で約２８
万６０００人です（有権者全体に占める割合
は、約３６５人に１人）。
☆ 裁判員候補者名簿記載通知について
平成２４年の裁判員候補者名簿に登録さ
れた方には、本年１１月中旬に名簿に登録
されたことの通知（名簿記載通知）をお
送りします。この通知は、来年２月ころ
から平成２５年２月ころまでの間に裁判所
にお越しいただき、裁判員に選ばれる可
能性があることを事前にお伝えし、あら
かじめ心づもりをしていただくためのも
のです。
なお、この段階では、まだ具体的な事
件の裁判員候補者に選ばれたわけではあ
りませんので、すぐに裁判所にお越しい
ただく必要はありません（実際に裁判所
にお越しいただくことになった場合には、
別途お知らせします。）。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が

行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
普
及
し
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

当
町
で
は
、
徳
島
行
政
評
価
事

務
所
の
支
援
の
も
と
、
次
の
と
お

り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情

が
あ
る
、
制
度
や
仕
組
み
が
分
か

ら
な
い
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
所

○
日
時

十
月
二
十
日
�

十
三
時
〜
十
六
時

○
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
室

特
設
行
政
相
談
所

○
日
時

十
月
二
十
九
日
�

十
時
〜
十
二
時

○
場
所

北
島
町
図
書
館
創
世
ホ
ー
ル
一
階

○
行
政
相
談
委
員

岡
田
和
子
さ
ん

藤
田
俊
男
さ
ん

○
相
談
内
容
（
例
）

�

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直

し
凹
凸
の
解
消
な
ど
）

	

登
記
（
相
続
の
と
き
の
登

記
方
法
な
ど
）




年
金
（
年
金
記
録
の
確
認

手
続
き
、
遺
族
年
金
、

国
民
年
金
の
受
給
手

続
き
な
ど
）

�

窓
口
の
応
対

�

そ
の
他
（
○
○
制
度
を
教

え
て
ほ
し
い
な
ど
）

１１００／／１１７７～～２２３３

ああ
なな
たた
のの
声声
をを
おお
聴聴
きき
しし
まま
すす
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のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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実
施

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
七

日
〜
平
成
二
十
四
年
二
月
十
六
日

開
催

県
立
障
が
い
者
交
流
プ
ラ
ザ

定
員

二
十
三
名

申
込

居
住
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

対
象

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者

実
施
主
体

徳
島
県

問
合
せ

Ｊ
Ｃ
Ｉ
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�
六
八
三
―

五
一
〇
一

〜
再
就
職
・
在
宅
就
労
の
実
現
に
〜

障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
職
業
訓
練
生
募
集

お
わ
び
と
訂
正

九
月
号
で
北
島
町
民
運
動
会
の
各

地
区
理
事
、
西
高
房
の
森
田
浩
行
さ

ん
の
名
前
が
森
田
造
行
さ
ん
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
お
わ
び
し
訂
正
い
た

し
ま
す
。

（１１） ２０１１．１０ 町報



北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ

ドド

ムム
））
だだ
よよ
りり

◎
行
事
予
定
（
１０
月
・
１１
月
）

★
１０
月
２２
日
�

９
時

町
立
保
育

所
運
動
会

★
１０
月
２３
日
�

９
時

北
島
松
茂

交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
１０
月
２９
日
�
〜
３０
日
�

９
時

第
４２
回
全
国
高
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
優
勝
大
会

★
１１
月
３
日
�

９
時

秋
季
ス

ポ
ー
ツ
祭
典
バ
レ
ー
ボ
ル
大
会

★
１１
月
５
日
�

９
時

全
国
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
（
県

予
選
）

★
１１
月
６
日
�

９
時

ダ
ン
ス
競

技
会

★
１１
月
１３
日
�

９
時

第
２０
回
北

島
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
１１
月
２０
日
�

９
時

第
５１
回
中

学
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
１１
月
２３
日
�

９
時

徳
島
県
高

校
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
１１
月
２６
日
�
〜
２７
日
�

９
時

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
喜
来
大
会

※
お
問
い
合
せ

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館

（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）

�
６
９
７－

３
２
４
１

「
第
２４
回
北
島
町
Ｇ
Ｇ
大
会
」

期
日

８
月
２３
日
�

参
加
数
６６
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

大
寺
富
美
子

２７
打

準
優
勝

佐
々
木
幸
雄

３０
打

第
３
位

井
上

迪
子

３１
打

第
４
位

橋
本

信
幸

３４
打

第
５
位

志
内
ト
ヨ
子

３４
打

「
９
月
度
月
例
杯
」

期
日

９
月
１
日
�

参
加
数
５１
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

柏
木

操

２９
打

準
優
勝

井
上

博
之

３１
打

第
３
位

�
田
千
恵
子

３２
打

第
４
位

波
多
野
利
夫

３３
打

第
５
位

井
上

周
三

３５
打

日
時

八
月
十
二
日
	
・
十
三
日

�
・
十
四
日
�

場
所

北
島
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
他

大
会
結
果

優

勝

北
島
南
十
字
星

準
優
勝

三
縄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

三

位

大
野
城
山
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

三

位

高
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
部
員

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

北
島
南
十
字
星

優優
勝勝

北北
島島
南南
十十
字字
星星

徳徳
島島
県県
少少
年年
野野
球球
連連
盟盟
第第
三三
十十
三三
回回
北北
島島
大大
会会

優勝 北島南十字星のチームメイト

１２
号
台
風
に
よ
り
大
き
な
災
害
を

被
っ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

台
風
一
過
の
９
月
７
日
�
、
Ｊ
Ａ

が
年
金
友
の
会
活
動
支
援
の
一
環
と

し
て
、
第
２４
回
板
野
郡
年
金
友
の
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
土
成
町
中
央

会
場
で
華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
勢
１３０
名
が
参
加
し
４
コ
ー
ト
で

Ｊ
Ａ
の
支
部
よ
り
精
鋭
２０
チ
ー
ム
の

対
抗
に
よ
る
大
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

北
島
よ
り
大
洋
・
北
中
・
か
ゞ
や

き
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
北
中

チ
ー
ム
が
準
優
勝
、
か
ゞ
や
き
が
３

位
で
し
た
。
◎
９
月
１５
日
ふ
れ
あ
い

板
野
大
会
（
上
板
）
が
開
催
さ
れ
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
太
洋
の
２
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ム
が
３

連
勝
で
総
合
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

８
・
２７

８
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

２９
名

優
勝

荒
瀬

敬
一
・
前
川

誠
治

２
位

鎌
田

勲
・
吉
村

和
馬

３
位

横
田

弘
・
井
向

金
子

１９２３２０

７１５６６１

９
・
１０

９
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

３２
名

優
勝

高
橋

徳
次

２
位

阿
部
美
恵
子

３
位

鎌
田

勲

ベ
ス
グ
ロ

高
橋

徳
次

１７３０２１

５９６５６９７６

９
・
１０

山
口
国
体（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）大
会

場
所

菊
川
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク（
下
関
）

１４４
名

男
子
シ
ニ
ア

優
勝

筒
井

英
幸

男
子
ゴ
ー
ル
ド
６
位

井
出

輝
久

団
体
戦
４
位
（
４
名
の
ト
ー
タ
ル
）

筒
井

英
幸
・
井
出

輝
久

岡
部

文
子
・
岡
部

一
紀

６６７７３０８

月
例
大
会
で
は
高
橋
さ
ん
が
初
の
ベ
ス
グ
ロ

優
勝
に
輝
い
た
。県
外
大
会
で
は
筒
井
さ
ん

が
男
子
シ
ニ
ア
の
部
で
見
事
優
勝
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

Ｊ
Ａ
板
野
郡
の
支
所
総
勢
１３０
名

精
鋭
２０
チ
ー
ム
の
対
抗
で
大
熱
戦

主
催
Ｊ
Ａ
板
野
郡
年
金
友
の
会
協
議
会

Ｊ
Ａ
板
野
郡

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

会
場

９
・
７

第
２４
回
Ｊ
Ａ
板
野
郡
年
金
友
の
会
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

２０

１３０

２
位

北
中

３
位

か
ゞ
や
き

土
成
中
央
会
場

９
・
１０

北
島
町
月
例
大
会
（
９
月
）

４

２０

２
組
優
勝

町
中
央
会
場

９
・
１１

第
２７
回
全
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
県
予
選

４８

２５０

２
勝
１
敗

フ
レ
ッ
シ
ュ

田
宮
陸
上
競
技
場

９
・
１５

ふ
れ
あ
い
板
野
大
会
（
上
板
）

１２

６０

総
合
優
勝

フ
レ
ッ
シ
ュ

板
野
会
場

（１２）２０１１．１０ 町報
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八
月
二
十
一
日
�徳

島
市
立
体
育
館

五
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優

勝

西
村

祐
哉

準
優
勝

小
藪

翔
真

四
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

三

位

中
川

怜

四
年
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

樋
口

結
羽

中
川

乙
花

北
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
ン
ビ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

※
お
問
い
合
わ
せ

�
六
八
三
―
二
二
五
三

第第
二二
十十
回回
四四
国国
小小
学学
生生
ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
選選
手手
権権
大大
会会
徳徳
島島
県県
予予
選選

平
成
二
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
九
月

一
日
�
北
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

保
険
福
祉
課
近
藤
課
長
の
あ
い
さ

つ
に
つ
い
で
、
囲
碁
は
眞
島
世
話
人

代
表
、
将
棋
は
滝
代
表
よ
り
注
意
事

項
等
の
説
明
が
あ
り
、
試
合
を
開
始

し
ま
し
た
。

参
加
者
三
十
二
名
が
、
囲
碁
四
組

将
棋
二
組
に
分
か
れ
て
、
各
組
総
当

た
り
戦
で
闘
い
ま
し
た
。

日
頃
は
お
互
い
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
ん
で
い
る
仲
間
も
、
い
ざ
勝
負

と
な
る
と
真
剣
な
様
子
で
、
闘
志
を

燃
や
し
、
活
気
に
溢
れ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

囲
碁
の
部

Ａ
組

優

勝

宮
本

佳
博

四
段

準
優
勝

保
田
俊
治
郎

五
段

三

位

眞
島

實

四
段

Ｂ
組

優

勝

林

和
男

四
段

準
優
勝

山
田

昌
弘

三
段

三

位

橋
本

正
義

三
段

Ｃ
組

優

勝

辻
村

�
雄

三
段

準
優
勝

川
岸

明

二
段

三

位

浅
木

裕
規

二
段

Ｄ
組

優

勝

納
田

孝
彦

初
段

準
優
勝

森

利
昭

初
段

三

位

岡

義
記

一
級

将
棋
の
部

規
定
に
よ
り
以
下
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

Ａ
組

優

勝

森
本

整

三
勝
一
敗

準
優
勝

渋
谷

恭
司

三
勝
一
敗

三

位

南

利
夫

二
勝
二
敗

Ｂ
組

優

勝

�
田

雅
正

五
勝

準
優
勝

吉
岡

要

三
勝
二
敗

三

位

吉
川

智
昭

三
勝
二
敗

「
生
き
が
い
講
座
」
の
囲
碁
・
将
棋

会
員
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
六
十
歳

以
上
の
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
出
来
ま
す
。
棋
力
に
は
関
係
な

く
ご
遠
慮
な
く
申
し
込
み
下
さ
い
。

連
絡
先

�
六
九
八
―
八
九
一
〇

北
島
町
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
囲
碁
・
将
棋
大
会
開
催

第２０回四国小学生バドミントン選手権大会
徳島県予選 Ｈ．２３．８．２１�
中川（怜）、小藪、西村、中川（乙）、樋口

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績
ををををををををををををををををををををををを
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

女
子
団
体
組
手

菊
川

愛
梨

板
東

葵

吉
田

遥
海

七
月
十
日
�

四
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

三
位

池
田
総
合
体
育
館

八
月
十
九
日
�
〜
八
月
二
十
一
日
�

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

群
馬
県
ぐ
ん
ま
ア
リ
ー
ナ

出
場

１７th KITAJIMA International Friendship Tennis Match

第第１１７７回回北北島島町町国国際際親親善善テテニニスス大大会会
今回は、恒例の北島町国際交流協会主催の親善テニス大
会を、規模を拡大して北島中学校のテニスコートにて開催
します。
参加人数は４０名と多くなりました。初心者の方からベテ
ランの方までのご参加をお待ちしております。
日 時 １１月２３日（水・祝日）

（雨天１１月２７日�）
場 所 北島町立中学校テニスコート
集 合 ９時３０分
試合形式 ダブルス対抗戦
参加資格 留学生と国際交流協会会員

（当日会員受付可能）
参 加 料 ５００円（留学生は無料）
エントリ数 先着４０名（個人でお申込み下さい）
申込み方法 お名前と電話番号を三輪までご連絡下さい。

三輪（�／ＦＡＸ ６９８―４９９０）
（毎週土曜日１０時から徳島大学国際交流会館コートで練習
をしています）

２０１１KIFA World Famous Cooking

ＫＫＩＩＦＦＡＡ 世世界界のの料料理理教教室室
今回は、フィリピン、中国、日本の代表的な料

理を、それぞれのお国の方に教えてもらって、み

んなで一緒に試食会を行います。

お昼ご飯までに間に合うか少し心配ですが、た

くさんの方の参加をお待ちしております。

日 時：１１月６日� １０：００～１４：００

場 所：北島町保健相談センター２F

献 立：アドボ（フィリピン）、水餃子（中国）、

おもち（日本）

参加費：会員及び外国人／無料、非会員／高校

生以上１，０００円

申込方法：当日受付

連絡先：宮瀬 �０９０―７１４０―７７１７
主 催：北島町国際交流協会

（１３） ２０１１．１０ 町報
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☎
六
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☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

防
災
意
識
の
再
確
認

十
月
を
迎
え
、
次
第
に
涼
し
さ
が

増
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

俗
に
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
由
来
を
調
べ
て
み

る
と
、
実
は
は
っ
き
り
と
し
た
由
来

は
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
そ
の
よ

う
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
記
念
し
て
「
体
育
の
日
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

一
方
、
文
科
省
に
お
け
る
体
力
・

運
動
能
力
調
査
結
果
に
目
を
向
け
て

み
ま
す
と
、
近
年
、
子
ど
も
の
体
力

低
下
と
と
も
に
注
目
さ
れ
て
い
る
も

の
の
一
つ
に
、「
体
力
の
二
極
化
現

象
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
現
象

は
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
・
運
動
能

力
が
、
運
動
得
意
群
と
運
動
不
得
意

群
の
二
つ
に
別
れ
、
二
つ
の
間
に
大

き
な
差
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
得
意
群
に

属
す
る
子
ど
も
は
、
い
わ
ゆ
る
体
力

自
慢
や
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
子
ど
も
た

ち
で
あ
り
、
運
動
不
得
意
群
に
属
す

る
子
ど
も
は
、
体
力
に
自
信
が
持
て

な
か
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ま
り

好
き
で
は
な
い
子
ど
も
た
ち
が
多
い

よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力

向
上
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
け
ば
よ
い
か
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
一
に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
意

識
が
変
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ま
ず
各
地
域
等
で
行
わ
れ

て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
目
を
向
け

て
み
る
こ
と
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
近
年
で
は
野
球
・
サ

ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

地
方
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す

る
力
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
子
ど

も
た
ち
が
実
際
に
観
戦
す
る
こ
と
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
で
選
手
と
触
れ
合

い
、
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
第
一
歩
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
体
を
動
か
し

て
汗
を
流
す
こ
と
の
爽
快
さ
や
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー

ル
を
学
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

徳島北警察署広報 �698－0110安心の備え、出来ていますか�

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
高齢や障がいのため、正常な判断能力が

不十分になったとき、頼りになるのが『成
年後見制度』です。
認知症になってから使う「法定後見」、

認知症になる前に成年後見をあらかじめ予
約しておく「任意後見」の２種類がありま
すが、いざという時のために早めに準備し、
勉強しておきましょう。
民生委員など高齢者・障がい者福祉に携

わっておられる関係者の皆様、高齢者を抱
えるご家族の方、成年後見に関心のある方
のご参加をお待ちしています。
講演会終了後、無料相談会も開催されま

す。なお、入場は無料です。

と き 平成２３年１０月１８日�午後１時３０分
（開場 午後１時）
ところ 鳴門市老人福祉センター３階会
議室（鳴門市文化会館北隣り）

講 師 鳴門市公証役場
公証人 大唐正秀先生

主 催 一般社団法人コスモス成年後見
サポートセンター徳島県支部（「日本
行政書士会連合会」を母体とした成年
後見推進のための全国団体）

後 援 鳴門市・松茂町・北島町・藍住
町・板野町・上板町、徳島県社会福祉
協議会、鳴門市、板野郡内各町社会福
祉協議会、NPO徳島県介護支援専門
員協会、徳島県行政書士会

お問い合わせ：講演会担当
（河野 耕一 ０９０―８３４６―３９８９、
多田 令修 ０９０―７６２１―８８１３）

徳島県暴力団排除条例―暴力団の根絶に向けて―

暴力団は、近年、伝統的な資金獲得活動や民事
介入暴力、行政対象暴力等に加え、その組織実態
を隠ぺいしながら、巧妙に県民の生活及び社会経
済活動に介入して資金源獲得活動を行っており、
県民の大きな脅威となっています。
暴力団を排除し、県民の安全と平穏な生活を確
保するためには、警察だけでなく、県民、行政及
び関係機関が相互に連携していくことが必要不可
欠です。

暴暴力力団団をを恐恐れれなないい
金金をを出出ささなないい
利利用用ししなないい

暴力団に関する相談
●暴力相談ダイヤル �６５６―０１１０
●徳島県暴力追放県民センター �０１２０―８９３―１７１
無料法律相談の実施
開 設 日：毎月第２・第４木曜日
応 対 者：民暴委員の弁護士、暴力追放県民センター相談員
問い合わせ先：�６５６―２７１０

拳拳銃銃等等違違法法銃銃器器のの根根絶絶
平成２３年上半期の銃器発砲事件数は、２４件
（前年比＋３件）で、そのうち暴力団構成員
等によるものは、１７件（前年比＋７件）と大
きく増加しました。
けん銃のない安心な社会を目指して、皆さ
んのご協力をお願いします。

拳銃１１０番報奨制度
受付フリーダイヤル
『０１２０―１０―３７７４』

○ 拳銃等の押収１丁につき、１０万円を目安
に報奨金が支払われます。
○ 通報は実名・匿名は問いません。

窃盗犯捜査の強化
あやしいと思ったら１１０番又
は最寄りの交番・警察署等へ通
報を！
○ 室内に犯人がいる時は、直
ちに１１０番通報を
※警察官の到着まで、絶対
に室内には入らないで下さ
い。

○ 盗難被害に気付いたら、最
寄りの交番・警察署へ通報を
※被害に気付いたら、現場
をそのままにして、速やか
に通報して下さい。

（１４）２０１１．１０ 町報
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旧
交
を
深
め
て
阿
波
の
踊
り
果
つ

豊
水

こ
の
俳
句
は
亡
き
父
の
句
で
わ

た
し
が
最
も
気
に
入
っ
て
い
る
句

の
ひ
と
つ
で
す
。

学
生
時
代
、
我
が
家
に
は
お
盆

の
こ
ろ
に
な
る
と
、
友
人
た
ち
が

阿
波
踊
り
見
物
を

か
ね
て
た
く
さ
ん

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
光
景
を
目
の

当
た
り
に
し
て
父

は
こ
の
句
を
詠
ん

だ
の
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
た
ち
子

ど
も
に
対
す
る
や
さ
し
い
思
い
が

感
じ
ら
れ
、
わ
た
し
の
お
気
に
入

り
の
句
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
八
月
、
お
盆
を
過
ぎ
た

二
十
日
か
ら
一
泊
二
日
の
同
窓
会

が
高
知
の
西
、
須
崎
の
近
く
の
久

礼
と
い
う
町
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
同
窓
会
と
い
っ
て
も
卒
業
年

度
も
違
う
し
中
退
の
者
も
い
る
と

い
う
仲
良
し
ク
ラ
ブ
の
あ
つ
ま
り

で
、
人
数
も
今
年
は
同
伴
の
奥
さ

ん
を
含
め
て
も
九
名
で
し
た
。

こ
の
同
窓
会
は
友
人
の
一
名
が

東
京
の
山
手
線
で
通
勤
途
中
、
ク

モ
膜
下
出
血
で
倒
れ
亡
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
か
れ

は
商
社
の
管
理
部
長
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
し
た
が
、
神
経
質
な
性

格
の
た
め
か
仲
間
の
な
か
で
一
番

先
に
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
か

れ
の
奥
さ
ん
か
ら
涙
な
が
ら
の
訃
報

に
接
し
、
葬
儀
は
す
ん
で
い
た
の
で

東
京
在
住
の
友
人
が
代
表
で
お
悔
や

み
に
い
き
ま
し
た
。

香
典
を
立
て
替
え
て
く
れ
て
い
る

の
に
な
か
な
か
返
す
機
会
が
な
く
、

友
人
の
ひ
と
り
の
発
案
で
松
山
に
気

の
合
う
者
が
集
ま
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は

誰
が
な
く
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

か
ら
、
せ
め
て
一
年
に
一
度
集
ま
っ

て
酒
を
酌
み
交
わ
そ
う
。」
と
い
う

こ
と
で
す
。
昨
年
は
大
洲
の
鵜
飼
の

舟
で
一
杯
や
り
ま
し
た
し
、
一
昨
年

は
大
三
島
で
伊
予
水
軍
の
跡
を
み
る

企
画
で
し
た
。
仲
間
が
持
ち
回
り
で

幹
事
を
務
め
て
会
を
催
す
の
で
す
。

わ
た
し
も
鳴
門
の
阿
波
踊
り
の
日
に

会
を
企
画
し
、
う
ま
い
魚
と
阿
波
踊

り
を
満
喫
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
の
会
は
新
居
浜
組
の
担
当
で

し
た
が
、
新
居
浜
に
は
い
い
と
こ
ろ

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
中
土
佐
町
の

黒
潮
本
陣
と
い
う
旅
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
シ
オ
タ
タ
キ
が
ほ
ん
の
り
と

温
か
く
常
温
で
飲
む
日
本
酒
に
よ
く

あ
い
ま
し
た
。
近
況
を
報
告
し
あ
い
、

酒
を
酌
み
交
わ
す
の
で
す
が
、
学
生

時
代
は
浴
び
る
ほ
ど
お
互
い
飲
ん

だ
も
の
で
す
が
、
今
は
お
と
な
し

く
な
り
十
時
に
な
る
と
解
散
、
就

寝
と
な
り
ま
す
。

学
生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
、
弓

道
部
、
空
手
部
な
ど
で
全
国
大
会

に
行
っ
た
猛
者
も
人
の
子
、
孫
が

で
き
た
と
か
息
子
や

娘
が
結
婚
し
た
と
い

う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。

何
を
い
っ
て
も
か

ま
わ
な
い
。
何
で
も

分
か
っ
て
く
れ
る
と
い
う
友
人
は

そ
ん
な
に
は
い
ま
せ
ん
。
か
け
が

え
の
な
い
同
窓
会
を
楽
し
み
に
一

日
一
日
を
大
切
に
生
き
よ
う
と
思

い
ま
す
。

随筆

（４９７）

同
窓
会

鯛
浜江

富

久
雄中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川 健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

期間 １０月１６日～１０月３１日
時間 １１時～１７時
会場 北島町役場敷地内世界１小さな美術館
連絡 澤口 �６９８―１８５８
内容 カルチャーセンターサンライフの中川健日

本画講座生２０人と講師の中川健先生の作品
展。作品数は２１点。植物や静物を描く。

入場 無料 ※無休

※次回は二條均油彩展 １１月１日～１１月３０日

ふ
じ
き

み
つ
る

藤
木

満
さ
ん
く
ち
な
し
の
花

む
れ
か
わ
わ

宵
闇
や
白
鷺
の
群
河
渡
た
る

村
田
み
ど
り

す
す
き
は
ら

芒
原
に
入
り
て
出
口
を
見
失
ひ

阿
部

蒼
空

し
お
り

敬
老
日
手
製
の
栞
届
け
ら
れ

大
西

通
世めい

古
希
過
ぎ
て
や
っ
と
な
じ
ん
だ
温
め
酒

宮
本

明

た
ま

水
溜
り
に
も
秋
晴
の
空
が
あ
る

川
村
ユ
キ
ヱ

か
じ

も
ろ
こ
し
を
齧
り
山
の
子
皆
素
直

松
岡

乙

の
づ
ら
づ
み

野
面
積
残
す
城
下
の
虫
し
ぐ
れ

松
浦

勝
江

や

ぼ
う

棒
先
に
破
れ
帽
一
つ
の
り
案
山
子

滝
上

由
香

か
ま
え
ず
に
物
言
ふ
仲
や
天
高
し

青
木

拓
郎

せ

は

朝
寒
や
競
り
の
鮮
魚
の
飛
び
跳
ね
る

森

し
げ
る

甲
子
園
笑
っ
て
泣
い
て
夏
深
し

仁
木
つ
と
む

ぼ
ら

は

釣
竿
を
横
目
に
鰡
の
飛
び
跳
ね
る

阿
部
久
美
子

ぶ
ど
う

佛
に
も
皿
に
ひ
と
盛
り
里
葡
萄

長
尾
寿
美
子

日
の
匂
い
残
る
夜
具
敷
く
良
夜
か
な

山
本

和
子

満
月
と
言
ふ
靜
け
さ
の
浜
辺
か
な

広
瀬

徳
江

ふ
づ
く
え

捨
て
が
た
き
母
の
文
机
菊
香
る

村
尾

芦
月

し
ゃ
ち
ほ
こ

き
ら

鯱
の
煌
め
く
天
守
秋
高
し

橋
本
ま
さ
よ
し

き
ゅ
う
か
つ

久
闊
の
友
と
交
せ
し
月
見
酒

近
藤

与
祢

町 報 俳 壇

ポ
イ
捨
て
・
犬
の
ふ
ん
害
を

な
く
し
て
き
れ
い
な
町
に
！

生
活
産
業
課

（１５） ２０１１．１０ 町報
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（８月届分）

慶慶

弔弔

お

く

や

み

私
は
こ
の
夏
、
村
崎
太
郎
＋
栗
原

美
和
子
さ
ん
が
書
い
た
「
橋
は
か
か

る
」を
読
み
感
動
し
ま
し
た
。そ
こ
で

皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
崎
太
郎
さ
ん
は
一
九
六
一
年
山

口
県
の
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
村
崎
太
郎
さ
ん
と
い
え
ば
、
今

か
ら
三
十
四
年
前
、
猿
、
次
郎
と
の

コ
ン
ビ
で
「
反
省
な
ら
猿
で
も
で
き

る
」
と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
演

し
て
い
た
人
と
言
え
ば
、
記
憶
が
よ

み
が
え
っ
て
く
る
と
い
う
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

彼
は
小
学
校
高
学
年
の
時
に
、
自

分
が
差
別
さ
れ
る
立
場

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
中
学
生
に
な

っ
て
の
同
和
問
題
学
習

で
は
針
の
む
し
ろ
の
状

態
に
置
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
彼
は

「
み
ん
な
が
他
人
事
で

は
な
く
自
分
の
身
に
ふ

り
か
か
る
こ
と
と
し
て

人
権
を
学
ん
で
欲
し
か

っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

中
学
校
一
年
生
の
時
、

彼
は
初
め
て
恋
を
し
ま

す
が
、
被
差
別
部
落
の

生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
、

相
手
方
の
両
親
の
反
対
に
あ
い
あ
き

ら
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
二
年
生
の
正
月
に
村
崎
太
郎

に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
彼
の

父
親
よ
り
被
差
別
部
落
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
「
猿
ま
わ
し
」
に
な
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
ま
す
。
よ
く
考
え
た
結

果
、
彼
は
そ
の
道
に
進
む
こ
と
を
決

心
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
猿
ま
わ
し

「
太
郎
・
次
郎
」
コ
ン
ビ
が
誕
生
す

る
の
で
す
。

村
崎
太
郎
は
二
十
歳
で
東
京
進
出

を
果
た
し
ま
し
た
。
彼
は
東
京
へ
出

て
行
け
ば
部
落
と
い
う
呪
縛
（
じ
ゅ

ば
く
）
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
実
は
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
十
一
歳
の
時
、

地
区
外
の
彼
女
と
駆
け
落
ち
の
よ
う

な
結
婚
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
彼
が

被
差
別
部
落
出
身
と
い
う
こ
と
で
彼

女
の
身
内
の
反
対
に
あ
い
、
二
十
七

歳
で
離
婚
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
方
、
猿
ま
わ
し
の
仕
事
は
順
風

満
帆
に
発
展
す
る
か
に
見
え
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
時
、
一
族
内
で
分
裂
が

起
こ
り
村
崎
太
郎
は
父
親
か
ら
勘
当

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

族
か
ら
独
立
し
、「
次
郎
お
さ
る
ラ

ン
ド
」
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
数
年

後
に
莫
大
な
赤
字
を
抱
え
閉
館
と
な

り
ま
し
た
。
彼
は
う
つ
の
状
態
と
な

り
、
自
殺
ま
で
考
え
る
と
こ
ろ
ま
で

追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

村
崎
太
郎
の
心
の
扉
を
開
い
て
く

れ
た
の
が
栗
原
美
和
子
と
い
う
女
性

で
し
た
。
彼
女
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ド

ラ
マ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
て
、
村
崎
太
郎
に
「
太
郎
・

次
郎
を
ド
ラ
マ
化
し
た
い
」
と
申
し

出
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
こ
の
申
し

出
を
引
き
受
け
ド
ラ
マ
に
出
演
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
村
崎
太

郎
は
栗
原
美
和
子
と
結
婚
し
た
い
思

い
が
強
く
な
り
、
勇
気
を
も
っ
て
プ

ロ
ポ
ー
ズ
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
村

崎
太
郎
は
自
分
が
被
差
別
部
落
出
身

で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
ま
し
た
。

そ
の
時
、
返
っ
て
き
た
言
葉
は
「
な

ら
ば
結
婚
し
ま
す
」
で
し
た
。
そ
の

理
由
は
「
被
差
別
部
落
出
身
者
だ
か

ら
い
い
。
人
の
傷
み
を
体
験
し
て
き

た
人
だ
か
ら
い
い
。
そ
の
傷
み
を
乗

り
越
え
て
き
た
人
だ
か
ら
い
い
。
人

の
傷
み
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
人
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

部
落
出
身
と
い
う
生
い
立
ち
を
持
っ

て
い
る
あ
な
た
だ
か
ら
、
き
っ
と
弱

さ
と
強
さ
の
両
方
を
痛
い
ほ
ど
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
」
で
し
た
。
二
人
は

結
婚
し
、
村
崎
太
郎
は
二
〇
〇
八
年

十
月
、世
間
に「
私
は
部
落
民
で
す
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
村
崎
太
郎
は
マ
ス

コ
ミ
か
ら
閉
め
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
部
落
問
題
に
対

す
る
タ
ブ
ー
視
の
強
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
四
月
に
、

二
冊
目
の
本
「
ボ
ロ
を
着
た
王
子

様
」
を
出
版
し
た
頃
か
ら
、
マ
ス
コ

ミ
が
再
び
村
崎
太
郎
に
近
づ
い
て
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

夫
婦
が
力
を
あ
わ
せ
て
「
家
族
や
故

郷
」
と
向
き
合
う
こ
と
を
始
め
ま
し

た
。
何
回
も
故
郷
に
足
を
運
ぶ
中
で

家
族
と
の
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

村
崎
太
郎
は
栗
原
美
和
子
と
結
婚
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
同
和
地
区
と
地
区

外
と
に
「
橋
を
か
け
る
」
こ
と
に
成

功
し
た
の
で
す
。

私
は
栗
原
美
和
子
さ
ん
の
考
え
方

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
す
る
と
と
も

に
、
差
別
を
乗
り
越
え
た
村
崎
太
郎

さ
ん
の
生
き
方
に
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。
今
な
お
残
る
同
和
問
題
の
解

決
に
向
け
て
共
に
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

差差

別別

をを

乗乗

りり

越越

ええ

てて

北
島
町
人
権
教
育
指
導
員

大

橋

貞
比
古

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

日

下

昌

行

千

夏

な
つ

み

次
女

夏

実

高

房

栗

尾

和

博

奈

々

れ

お

長
男

禮

緒

北

村

山
中
ビ
ク
ト
ル
セ
サ
ル
博

加
奈
子

あ

い

次
女

彩

愛

中

村

田

辺

清

逸

智

代

と

わ

長
女

十

和

鯛

浜

三

木

俊

史

瑞

代

み
の

り

長
女

実

莉

北

村

早

川

英

貴

樹

理

ゆ
う

が

長
男

侑

駕

江

尻

山

田

敦

志

知

美

わ

か
な

長
女

和

奏

鯛

浜

眞

島

誠

幸

久
莉
子

い
く

と

長
男

郁

人

中

村

竹

葉

卓

史

智

美

ゆ

り

こ

長
女

有
里
子

鯛

浜

永

田

泰

士

美
智
代

ま
な

は

次
女

愛

葉

新
喜
来

出

井

崇

裕

恵

子

ち

ひ
ろ

長
男

智

悠

江

尻

真

田

博

之

夕
希
子

と
も

な
り

次
男

智

成

新
喜
来

中

島

朋

也

さ
お
り

た
く

み

長
男

拓

海

鯛

浜

佐

藤

真

也

輝

実

そ
う

し

長
男

蒼

志

中

村

盛

田

朋

洋

安

希

え
い

す
け

次
男

英

佑

中

村

井

上

ユ
キ
ノ
（
９１
歳
）
鯛

浜

川

口

房

子
（
８６
歳
）
新
喜
来

新

見

鶴

子
（
８６
歳
）
鯛

浜

東

テ
ル
子
（
８０
歳
）
高

房

伊

賀

閑

江
（
７９
歳
）
北

村

竹

内

照

惠
（
７９
歳
）
鯛

浜

梶

コ
ザ
カ
（
９１
歳
）
高

房
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堀
内
圭
三
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
十
月
十
五
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
り
千
円
（
当
日
千
三

百
円
）

出
演
▼
堀
内
圭
三
（
歌
手
）、
米
田

美
和
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
合
唱
団
な

る
と
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
佐
古

主
催
▼
堀
内
圭
三
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
（
御
手
洗
�
六
八
五
・
二

八
七
三
）

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
の
へ
や

日
時
▼
十
月
二
十
八
日
�
十
一
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
北
島
町
立
図
書
館

北
島
町
内
で
鮒（
ふ
な
）を
釣
る
会

日
時
▼
十
月
二
十
九
日
�
十
三
時
〜

集
合
場
所
▼
図
書
館
自
転
車
置
き
場

募
集
人
員
▼
十
人
程
度
（
小
学
三
〜

六
年
生
）

日
程
▼
中
村
の
竹
林
に
徒
歩
で
移
動

→

竿
と
ウ
キ
作
り→

用
水
路
で
鮒

釣
り→

十
五
時
半
ご
ろ
解
散

内
容
▼
手
作
り
釣
り
具
で
鮒
を
釣
り

ま
す
●
テ
グ
ス
、
針
、
ミ
ミ
ズ
等

は
用
意
し
ま
す
●
参
加
費
無
料
。

申
込
み
▼
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

主
催
▼
手
作
り
工
作
に
親
し
む
会

（
坂
野
�
六
九
八
・
六
九
〇
七
）

人
形
劇
団
べ
ん
べ
ろ
べ
え
公
演

日
時
▼
十
一
月
五
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

演
目
▼
「
お
ま
つ
り
」

主
催
▼
人
形
劇
団
べ
ん
べ
ろ
べ
え

（
兵
頭
�
六
九
八
・
六
六
五
二
）

お

は

な

し

の

へ

や

日
時
▼
十
一
月
十
二
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
北
島
町
立
図
書
館

わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
十
一
月
二
十
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・
七
一

四
八
・
四
三
三
九
）

北
島
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
ナ
イ
ト

晩

秋

の

ケ

ル

ト

〜

マ
ッ
ク
フ
ィ
ド
ル
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
十
一
月
二
十
七
日
�
十
四
時

半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
小
中
高
生
千
二
百

円
、
大
学
一
般
千
七
百
円
（
当
日

各
三
百
円
増
）
＊
小
学
生
未
満
入

場
不
可

出
演
▼
マ
ッ
ク
フ
ィ
ド
ル
ズ

主
催
▼
北
島
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・

ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
（
�
六
九

八
・
一
一
〇
〇
）

後
援
▼
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
館
ほ
か

■
第
十
五
回
を
迎
え
る
全
国
注
目
の

ケ
ル
ト
〜
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
音
楽
演
奏

会
。
今
年
は
、
関
西
で
活
躍
す
る
マ

ッ
ク
フ
ィ
ド
ル
ズ
が
登
場
。
躍
動
す

る
ツ
イ
ン
・
フ
ィ
ド
ル
と
哀
愁
の
英

国
人
女
性
ヴ
ォ
ー
カ
ル
で
、
晩
秋
の

創
世
ホ
ー
ル
を
ケ
ル
ト
色
に
染
め
上

げ
る
。﹇
特
別
ゲ
ス
ト
﹈と
し
て
、シ
・

フ
ォ
ー
ク
の
吉
田
文
夫
氏
が
出
演
！

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら
、

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し

い
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

■
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ

き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
倉
持
浩
『
パ
ン
ダ
も
の
知
り
大
図

鑑
』
誠
文
堂
新
光
社

●
横
沢
彰『
が
ん
ば
っ
！

卓
球
部
』

新
日
本
出
版
社

●
篠
原
良
隆『
や
っ
と
さ
！
』愛
育
社

●
荒
賀
賢
二『
で
き
る
ま
で
大
図
鑑
』

東
京
書
籍

●
く
す
の
き
し
げ
の
り
『
ひ
ま
わ
り

さ
ん
』
佼
正
出
版
社

●
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
『
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
大
図
鑑
』
ポ
プ
ラ
社

《
一

般

書
》

●
玖
村
（
く
む
ら
）
ま
ゆ
み
『
完
盗

オ
ン
サ
イ
ト
』
講
談
社

●
池
上
彰
『
世
界
を
変
え
た
１０
冊
の

本
』
小
学
館

●
竹
田
敏
一
『
知
っ
て
お
き
た
い
原

子
力
発
電
』
ナ
ツ
メ
社

●
ユ
ッ
シ
・
エ
ー
ズ
ラ
・
オ
ー
ル
ス

ン
『
特
捜
部
Ｑ
』
早
川
書
房

●
宮
本
輝
『
慈
雨
の
音
』
新
潮
社

●
二
階
堂
黎
人『
東
尋
坊
マ
ジ
ッ
ク
』

実
業
之
日
本
社

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

▲堀内圭三

フィドル
笠村温子

フィドル
ジェイ・グレッグ

ヴォーカル，バウロン
フェリシティ・グリーンランド

ボタン・アコーディオン
吉田文夫

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
はははははははははははははははははははははははははははははははははははは
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
でででででででででででででででででででででででででででででででででででで

買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
１
個

か
ら
９２
円
３６
銭
が
た
ば
こ
税
と
し

て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
１１月

３日（木・祝）
７日�
１４日�
１７日（第３木）
（館内整理日）
２１日�
２３日（水・祝）
２８日�

１０月
３日�
１０日（月・祝）
１１日�
１７日�
２０日（第３木）
（館内整理日）
２４日�
３１日�

（１７） ２０１１．１０ 町報
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北
島
北
小
学
校
六
年

柏
木
亜
友
香

北
島
小
学
校
四
年板東

綾
音

北
島
小
学
校
五
年村尾

亜
美

北
島
小
学
校
六
年齋賀

洸
平

北
島
南
小
学
校
六
年

井
原

卯
捺

北
島
中
学
校
二
年藤田

悠
花

北
島
中
学
校
二
年板東

優
乃

北
島
中
学
校
一
年松本

美
桜

北
島
中
学
校
三
年藤澤

萌
茄

北
島
中
学
校
三
年南

ま
ど
か
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